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[研 究報告要 旨 ]

日本全 体 の人 口減少 が始 ま る中で 、地方 圏、 とくに農 山漁村地域 の 中には、

急速 に少 子 高齢化や 人 口減 少 が進行 してい る地域 が少 な くない。 将 来 、人 口再

生産 が不 可能 にな る 自治体 がか な りの割合 に Lる とい う試算 もあ る。 そ うした

中で注 目され てい るのが、進 学や就職 のた めに都 市部 に転 出 した他 出家族 の役

割 で あ る。他 出家族 は近 くの地 方都 市 に居住 してい るこ とが多 く、頻繁 に帰郷

して在村 家族 、 とくに老親 の生活 をサポー トしていて、農 山村 の高齢 者 の生活

にお いて重要 な効果 を もつてい る と指摘 され る。

本研 究 では、全 国第 2位 の高齢化 率 (平成 27年 国勢調査 )の 市町村 で あ る長

野 県 下伊 那郡 天龍村 にお いて、全世 帯 を対象 とす る質 問紙調査 を実施 して 、他

出家族 に関す るデー タ を収集 、分析 した。 そ の結果 、以 下の こ とが明 らか にな

った。

① 高齢 化 と人 口減少 が進行す る地域 にあつて、住 み慣れ た土地 で生活 を続 け

てい け るか ど うか とい う不安 は少 な くないが 、定住意思 は高 く、今 の ところで

暮 ら しつ づ けたい とい う意 向が強 い。

② とくに高齢世帯においては、月 1回 以上帰郷す る他出家族のい る世帯は 4

割近 くに上 り、身辺の世話 をは じめ として、他出家族は高齢者の生活 のサポー

トにおいて一定の役割 を果た してい る。

③ 山間地域 にあつて、農業は盛んでないものの、楽 しみや他出家族 に送 るた

めの 自給的な農 の活動は盛んであ り、そ うした 自給的農業は、農 山村 と都市 と

をつな ぐ一資源 となっている。

④林業の低迷か ら、山林は、他出家族 も含 めて手入れ されていることが少な

く、山林や林産物が都市 とのつなが り形成 に果た している役割 は必ず しも大き

くない。 しか し山林の世代間継承 とい う点で、他 出家族は今後 ます ます重要な

ものになると考 えられ る。


